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本校の目指す教育（ビジョン）　　　～地域との協働を通じたデジタルイノベーション創出人材の育成～
注1）数値（％）は、各アンケート項目に対して肯定的な回答をした人の割合を示しています（前年度比較による経年変化も評価しています）

注2）「目標達成のための方策」と「評価指標」は、必ずしも一対一で対応するものではありませんが、関連性の高い項目を並記しています

教育
目標

重点目標 目標達成のための方策 自己評価と改善策
学校運営協議会の評価

（意見）

・望ましい授業態度の育成

前年度割合〔93%　93%　94%〕　← 〔 生徒： 93% 保護者： 93% 教職員： 97% 〕

・家庭学習の習慣づけ

前年度割合〔53%　67%　43%〕　← 〔 生徒： 49% 保護者： 68% 教職員： 23% 〕

・基礎学力向上講座や試験前特別講
座等の支援の充実

前年度割合〔23%　72%　40%〕　← 〔 生徒： 32% 保護者： 66% 教職員： 33% 〕

・日常的な挨拶や、身だしなみを整え
る指導の徹底と継続的な声掛け

前年度割合〔89%　88%　64%〕　← 〔 生徒： 87% 保護者： 84% 教職員： 59% 〕

・部活動加入の奨励

前年度割合〔90%　81%　58%〕　← 〔 生徒： 86% 保護者： 87% 教職員： 61% 〕

・ＪＳ（情報サポーター）制度による上
級生の責任感醸成と実践力の育成

前年度割合〔69%　86%　60%〕　← 〔 生徒： 70% 保護者： 83% 教職員： 76% 〕

・関係機関との連携による的確な進
路情報の提供と、進路相談、面接・小
論文作成指導等の充実

前年度割合〔72%　84%　71%〕　← 〔 生徒： 70% 保護者： 86% 教職員： 75% 〕

・防災（避難）、交通安全、情報モラル
等に関する指導の充実

前年度割合〔79%　89%　59%〕　← 〔 生徒： 78% 保護者： 85% 教職員： 48% 〕

　　 前年度割合〔71%　83%　61%〕　← 〔 生徒： 71% 保護者： 82% 教職員： 59% 〕 　Aの肯定的評価平均

重点目標 目標達成のための方策 自己評価と改善策
学校運営協議会の評価

（意見）

・生活アンケートや授業評価アンケー
ト、魅力化アンケート等の実施と、ＰＤ
ＣＡサイクルによる学校活動の改善

前年度割合〔85%　80%　97%〕　← 〔 生徒： 83% 保護者： 82% 教職員： 88% 〕

・スクールカウンセラーや学校医によ
る教育相談の充実

前年度割合〔78%　95%　83%〕　← 〔 生徒： 76% 保護者： 91% 教職員： 66% 〕

・教職員による日常的な声掛けと、個
人面談による相談の充実

前年度割合〔80%　85%　88%〕　← 〔 生徒： 81% 保護者： 91% 教職員： 87% 〕

・各教職員の「主体的、対話的で深い
学び」の実現に向けた資質向上（教
材研究の充実、公開授業実施等）

前年度割合〔92%　90%　82%〕　← 〔 生徒： 88% 保護者： 87% 教職員： 82% 〕

・校内及び地域、企業等との協働的
な学習活動の機会の充実

前年度割合〔92%　93%　86%〕　← 〔 生徒： 92% 保護者： 93% 教職員： 88% 〕

　　前年度割合〔85%　89%　87%〕　← 〔 生徒： 84% 保護者： 89% 教職員： 82% 〕 　

重点目標 目標達成のための方策 自己評価と改善策
学校運営協議会の評価

（意見）

・ＩＣＴ機器及び本校独自コンテンツ、
アプリケーションソフトの積極的な活
用

前年度割合〔91%　88%　88%〕　← 〔 生徒： 90% 保護者： 87% 教職員： 87% 〕

・授業及び学校行事、地域連携活動
における、習得した知識・技術の積極
的な活用

前年度割合〔91%　89%　83%〕　← 〔 生徒： 94% 保護者： 93% 教職員： 97% 〕

　 前年度割合〔91%　89%　86%〕　← 〔 生徒： 92% 保護者： 90% 教職員： 92% 〕 　Ｃの肯定的評価平均

前年度割合〔78%　85%　73%〕　← 〔 生徒： 78% 保護者： 85% 教職員： 71% 〕

・時間外在校時間の縮減

前年度 〔22.8%減(R5年度比) 〕←

教職員の業務改善
⑯時間外勤務の縮減率 （別途集計）

〔　R7年度：　3.3%　減　（R6年度比）　〕

教職員が生徒と向き合う時間を確保できるよう、業務改善を
継続する。

  肯定的評価（項目Ａ・Ｂ・Ｃ）の総平均

　情報科学高校の学びは
時代に合っている。
　生徒が皆ＰＣを持つのは
スタンダードであり、さらに
学びを深める取り組みをし
ていただきたい。
　教職員の評価が非常に
高い。授業に真面目に取り
組む模範的な生徒が多い
のではないか。

⑮生徒は、一人一台端末（Chromebook）を授業や
その他の活動に有効に活用している。

　様々なトラブルにSNSが
関わることが多いことにつ
いて、人権学習に引き続き
しっかり取り組んでいただ
きたい。
　⑩の生徒評価はすごく高
くて良い。非常に落ち着い
ている生徒が多い印象で
ある。
　探究学習の成果を安来
市開催の高校説明会で発
表されるのはいかがか。
　⑪については親に相談で
きないケースもあるので、
様々な媒体や選択肢があ
ると良い。
　⑬の情報ＩＴフェアは、大
変よい行事で生徒のため
になっていると感じる。小
中高の連携で「あそまな講
座」に来た小学生のブース
を作ると面白いのではない
か。

⑩生徒は、周囲の人に思いやりを持って接してお
り、周囲の人からも自分が認められていると実感し
ている。

⑪生徒は、悩みや困りごとに関して相談できる人が
いて、相談する機会もある。

⑫生徒は、地域探究基礎（1年生）、地域探究応用
（2年生）、課題研究（3年生）等の探究的な学習によ
り、地域理解が進み、地域課題について考える機
会を得ている。

⑬生徒は、情報ＩＴフェアに関する活動を有意義なも
のにできている。

　家庭学習の習慣づけに
ついては、小中学校でも同
様に課題だと感じている。
市内の小中学校には家庭
学習の手引きがあり、授業
と家庭学習がうまくつなが
る授業づくりをしているの
で、高校でもそういったも
のを参考にされてはいか
がか。

　家庭学習について、生徒
は、教職員と保護者の間ぐ
らいの数値となっており、
真面目に取り組んでおられ
るように感じる。

　全体的に先生方の評価
が厳しく出ているように思
う。

　情報モラルについて、生
徒、保護者の数値が高く、
しっかり指導に取り組んで
おられる様子が感じられ
る。

②生徒は、家庭学習に真面目に取り組んでいる。

③生徒は、個別学習アプリのスタディサプリ（朝活
動等で実施）に真面目に取り組んでいる。

④生徒は、ビジネスマナー（身だしなみや挨拶、提
出期限厳守等）を身につけている。

⑤生徒は、部活動に積極的に取り組んでいる。

⑥生徒は、生徒会やＪＳ制度等を通じて、「生徒達
がある程度自主的に学校行事等を運営している」と
感じている

⑦生徒は、提供された進路に関する情報を参考
に、目標に向けた取り組みを進めている。

⑧生徒は、災害や交通事故等から適切に身を守る
方法や情報モラルを身につけている。

島根県立情報科学高等学校　学校評価報告書

評価指標と肯定的評価の割合
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①生徒は、授業に真面目に取り組んでいる。

①で生徒保護者の授業態
度の肯定評価は93%と非常
に高い水準を維持したが、
②の家庭学習の肯定評価
は生徒（53%➡49%）、教職
員（43%➡23%）と低下し、生
徒教職員間の意識の乖離
も見られる。

③のスタディサプリの活用
率は向上したが（生徒23%
➡32%）、朝活動だけでなく
授業の予習・復習と連動し
た課題設定を行い、家庭学
習の習慣化を促す。

④のビジネスマナーや挨
拶（生徒87%）、⑤の部活動
への積極性（生徒86%）に
ついては、高い評価を維持
できた。

⑥の学校行事の自主運営
を感じる生徒が70%に留
まったため、生徒が成功体
験を実感できる場面を増や
すことで、内発的な動機付
けを図る 。

評価指標と肯定的評価の割合
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⑨生徒は、ロングホームルーム等での人権学習
で、自らのあり方を見つめ直す機会を得ている。

⑨の人権学習（生徒83%）、
⑪の相談体制（生徒81%）
の数値は概ね横ばいで、
高評価が維持できた。

⑫の地域探究学習（生徒
88%）や⑬の情報ITフェア
（生徒92%）の肯定的評価
が高く、地域や企業との協
働に意義を感じている生徒
は引き続き多い。

⑩の「周囲に認められてい
る」と実感する割合（生徒
76%）をさらに高めるため、
教職員からの日常的な声
掛けに加え、生徒の様々な
活動の成果を校内で共有・
称賛する機会を増やし、自
己有用感を育む。
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評価指標と肯定的評価の割合

⑭生徒は、先生がＩＣＴ機器等を活用して、授業内
容が理解しやすいよう工夫していると感じている。

⑭⑮ともに高い評価を維持
した。ICT活用能力を、単な
る「ツールとしての利用」か
ら、課題解決につながる
「価値の創造」の段階へ引
き上げるため、外部専門家
との連携をさらに深化させ
る。


